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研究成果の概要（和文）：生体系においては、様々な機能性分子やその集合体が存在する。DNAの転写システムはその
代表的な例であり、配列制御されて情報がその次の機能を生み出している。このような配列制御された集合体は選択的
な分子認識に基づいて、巨視的に組織化に重要な役割を担っている。人工系においても巨視的な自己組織体形成は物理
的な相互作用によって達成されているが、我々は分子認識に基づいて、自己組織体形成を制御することを試みた。高分
子月上にホスト分子となるシクロデキストリンまたは対応するゲスト分子を修飾し、集合体形成の制御を試みた。この
ような人工物の巨視的な自己組織化挙動は細胞の選択的な組織化挙動を髣髴とさせる現象である。

研究成果の概要（英文）：In biological systems, there are various types of functional molecules and their 
assemblies which are sequentially-controlled, as represented by genetic code or DNA transcription 
systems. Such regulated assemblies play important roles to form macroscopic organizations based on 
selective molecular recognition. In artificial systems, macroscopic self-assemblies have been achieved 
mainly through macroscopic physical interactions. We developed various stimuli-responsive macroscopic 
assemblies based on polymeric hydrogels modified with cyclodextrins (CDs) and guest molecules. The gel 
assembly and dissociation can be controlled by various external stimuli. Such macroscopic assemblies 
remind us of the selective formation of cell organization.

研究分野： 高分子化学
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１．研究開始当初の背景 
生体系においては、多種多様な細胞が混在

する中で、それぞれが自己と他者を正確に識
別し、高度に組織化された臓器へと変化し、
生命体を形成している。このような自己組織
化においては、細胞表面の分子を正確に見極
める分子認識が重要な役割をしている。申請
者はホスト-ゲスト相互作用により、メゾスケ
ールの集合体形成に挑戦する方がより多彩
な集合体形成と外部刺激による集合体制御
も容易と考えた。そこでホスト分子として、
代表的なシクロデキストリン(CD；図１)を用
いることとした。これまでに申請者は高分子
の側鎖に修飾した置換基と CD の分子認識に
ついての経験が高く、基質選択的に分子認識
が 起 こ る こ と を 発 見 し た （ 図 ２ 、
Macromolecules 1997）。最近になり、超分子
形成（分子認識）を巨視的に観察するため、
ゲルを用いて「分子認識の可視化」に成功し
た。CD を修飾したゲル（ホストゲル）に、
この CD に強く疎水性ゲスト分子を別のゲル
（ゲストゲル）に修飾させた。ホストゲル同
士、ゲストゲル同士は全く接着しないが、ホ
ストゲルとゲストゲルを接触させると、強く
結合し、交互に集合体形成した（図３、Nat. 
Chem. 2011）。これらの集合体の形成と解離
は光制御可能であった（Nat. Commun. 
2012）。 
２．研究の目的 
 これまで超分子化学ではスペクトロスコ
ピックな解析が広くなされてきたが、実際の
実空間レベルで分子認識を利用したマテリ
アルの創製、分子認識の観察、そしてその制
御が次世代のパラダイムを展開すると考え
た。本申請課題においては、ホスト分子修飾
ゲルとゲスト分子修飾ゲルを作製し、ゲル表
面・界面での分子認識能を明らかする。特に
特定の形状に成型されたホスト分子修飾ゲ
ルとゲスト分子修飾ゲルを混合させたとき
の自己集合体形成及び自己組織化による組
織体形成過程の観察を目的に研究を展開す
る。さらに集合過程を外部刺激に応じて制御
する。今回、ホスト分子としてはシクロデキ
ストリンとカリックスアレーンを挙げてい
るが、これらに限らず、相補性のある分子同
士であれば、接着が可能と考えられる。この
ように分子認識により自己集合挙動・自己組
織化挙動の本質を考え抜いた研究であり、
様々な科学の領域を横断する社会的波及効
果の高い研究内容である。 
３．研究の方法 
ホスト-ゲスト相互作用を通した物質界面

での接着・脱着現象を超分子ヒドロゲルを用
いて、マクロスケールで観察することを目的
とする。その方法として、特定の形状に成型
加工されたホストゲルとゲストゲルを水の
表面にて振とうさせ、自己集合挙動を観察す
る。このような概念は特殊なマクロスケール
の構造体構築やパターン形成に有効と考え
られる。さらに接着制御を行うことによって、

ある特定のパターン形成が可能となる。ゲス
トポリマービーズとホストポリマービーズ
を用いるときには、ビーズの粒径に応じて
様々なパターン形成が考えられる。平成 27
年度は、超分子ゲル小片の自己組織化におい
て、二次元平面から三次元方向にも組織体構
築を試みる。その代表例として、究極の“超
分子”として、輪部品、軸部品、ストッパー
部品からなる超分子ゲルを水中で混合する
だけで、自己組織化によるロタキサン形成を
試みる。 
４．研究成果 
(1) 競争分子添加による自己集合体形
成の制御 
ゲル集合体の制御においては“分子認識”

が重要なポイントであり、ホスト分子は CD
に限られたものではない。我々はフェロセン
（Fc）をゲスト分子に選択することで、酸化
還元に応答した集積体形成の制御に成功し
た。酸化後には、Fc がカチオン性に変化して
おり、CD は認識できないのに対して、カチオ
ン性ゲスト分子を包接するかリックスアレ
ーン誘導体を阻害剤として加えることで有
効に制御できる。科リックスアレーン誘導体

図１．Cyclodextrins (CDs)の化学構造 
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図２．高分子の側鎖に修飾したアルキル基と
CD の相互作用を検討。側鎖の種類と CD の種
類に応じて特異的な選択性を観察。 

図３.  分子認識に基づいたゲルの接着。数 mm 
の立方体に成型し、水中で振とうしたところ、
ゲルが交互に集合体を形成 



を添加したところ、自己集合体を解離させる
ことが出来た。またアダマンタンカルボン酸
塩を加えることで、CD を解離させることが出
来た。このように集合体形成は疎水性相互作
用だけでなく、イオン性相互作用も選択する
ことが可能であった。 
 

 

図４．競争分子添加による自己集合の制御。
(a) アダマンタンカルボン酸ナトリウム、
(b) カリックス[6]アレーンスルホン酸塩． 
 

(2) ABC集合体の作製と自己集合制御に
よるパターン形成 
Fc ゲストゲルはβCD ゲルと選択的に接着

する。一方で酸化された Fc+ゲルとβCD ゲル
は接着しない。この性質を生かして、ポリス
チレンスルホン酸塩を骨格に有する SSNa ゲ
ルを Fc+ゲルと混合し、イオン相互作用を通
した接着を試みた。３種のゲルを混合すると
ABC タイプの配列を持った自己集合体が形成
された。 
 

 
図５.Fc ゲスト分子を用いた ABC 自己集合制
御 
 
(3) ゲストポリマービーズとホストポ
リマービーズを用いたパターン形成 
ホストゲルとゲストゲルを球形に成型した
場合、球形サイズに応じて、様々な集合体の
パターンが形成されると考えた。両者の球形
サイズが同じであれば、均一に分散したパタ
ーンを期待した。 
 ホストゲルまたはゲストゲルの機能性官
能基の修飾率に応じて、形成される集積体の
形状が異なることが明らかとなった。それぞ
れの修飾濃度が高いときには、線上の集積体
が形成されたのに対して、修飾濃度が低いと
きには、円形の集積体が形成された。修飾濃
度は球状ゲルどうしの接着力と関連してお
り、濃度が高いときには強く結合しており、
低いときには、弱いと考えられる。この強度

が形状に影響したと考えられる。 
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